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研究成果の概要（和文）：  
介護空間における高齢者と介護者との身体を用いた相互行為について、デイケアセンターにお

ける回想法場面、グループホームにおける介護場面、グループホームにおける介護者どうしの

カンファレンス場面を観察し、分析を行った。高齢者や介護者の知識や考えはことばに現れに

くい身体動作によって表れており、空間内のものやできごとを手がかりとしている。彼らは、

その場の手がかりを用い、お互いに相手の動作を真似たり改変したりながら、やりとりの中で

お互いの知識や考えを更新していくことが明らかになった。 
 
研究成果の概要（英文）：In this study, we analyzed interactions between the elderly and 
caregivers in caregiving space: life review sessions in day care centers, caregiving 
behaviors in nursing home and monthly conferences in the home. Knowledge and thought 
without words often expressed using body movements which depend on the arrangement of 
objects and events in the nursing space. The elderly and caregivers use such arrangement 
as resources to imitate or transform their behaviors each other for updating their mutual 
knowledge and thought.  
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１． 研究開始当初の背景 
 複数の人々が日常のコミュニケーション
で行う身体動作は、ことばで交わされる会話
内容と並んで重要なものである。とりわけ、
事物や人物の配置や場所を示す動作は、談話
の内容を把握したり、お互いの意思疎通を図
るための重要な手がかりとなりうる。 

 しかし、身体動作は、ことばに比べて指示
対象や意味内容があいまいなこともあって、
コミュニケーションにおいてどのような性
質を持っているのかについて、必ずしも深く
調べられてきたわけではない。この限界を乗
り越えるため、社会心理学的研究では、話し
手の動作をいくつかのカテゴリーに分けて
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その頻度を調べ、話し手の性格や話し手に対
する印象との相関を調べているアプローチ
が採られてきた。こうした方法は、動作の持
つ傾向や性質を示すのに適している一方で、
その動作をどのような文脈において、どのよ
うなタイミングで発することが重要なのか
が考慮されていない。 
 これに対し、実際の会話における動作の連
鎖を、時間を追って注意深く調べる研究は、
Kendon(1969) 、 Goodwin(1981) や
McNeill(1992)を始めとする身体動作の研究
者によって行われてきた。彼らの研究は近年
のコンピューターを用いた映像・音声分析の
発展とともに注目されるようになり、2002
年には国際ジェスチャー学会が発足し、コミ
ュニケーション研究者のみならずロボティ
クス研究や手話研究の分野からも研究者が
集い学際的な発展を見せつつある。ジェスチ
ャーの時空間構造を調べるための具体的な
分析方法も、映像分析の発達によってようや
く整備されてきた。 
 
 人の身体動作がどのような空間を表現し
ているかを調べるためには、表現された空間
がどのような参照枠（座標軸）を取っている
かが問題となる。従来、参照枠は、すでに行
われた身体動作を解釈するための概念とし
て用いられてきた(Levinson 1996)。しかし、
実際のコミュニケーション場面では、あらか
じめ決められた参照枠が存在するわけでな
く、連鎖する動作によって徐々に参照枠は表
される。この過程を考えるには、実際にやり
とりされる空間表現がどのような参照枠を
生みだし、もし参照枠に変更や矛盾があった
場合にどのような修復が為されるかを調べ
る必要がある。 
 身体動作は、手がかりのない抽象的な空間
の上で行われるとは限らない。その土地に長
く暮らしてきた人々は、川や谷、寺社や家々、
木々の配置といった周囲の事物を巧みに身
体動作で表しながら、語られつつある空間の
参照枠を明示し、言語化されないできごとま
でジェスチャーによって表す。過去の経験は、
身体動作のスケールを変えながら参照枠を
一定させることで、その土地の環境と結びつ
いて物語られる。 
 このような身体動作によるコミュニケー
ションは、介護施設で生活する高齢者の会話
にも頻繁に見られる。デイケアセンターで車
座になって過去を回想する高齢者たちは、互
いのジェスチャーを真似、改変しながら、こ
とばだけでは想起しにくいできごとを思い
出すことがある。また、こうした会話をフォ
ローする若い介護職員たちもまた、高齢者の
動作を真似ることで、会話に参入し、会話を
活性化することがある。 
 重度の認知症入居者を扱うグループホー

ムにおいても、空間を表す身体動作は重要な
意味を持つ。たとえば、食事の介護において、
卓上の食べ物のどれを次に食べるか、それは
嚥下可能なものかどうかといったやりとり
を行うとき、入居者のわずかな動作が、入居
者の意志を知る手がかりになっていること
がある。 
 以上のように、高齢者の空間表出行動は、
日常生活のさまざまな場面に埋め込まれ、コ
ミュニケーションに役立っていることが予
想される。本研究では、こうした表現が、実
際の介護場面で、介護者と入居者とのあいだ
でどのように用いられ、それがお互いのどの
ような行動へとつながっているかを明らか
にすることを目指す。 
 
２． 研究の目的 
 従来のジェスチャー研究の多くが、大学生
を被験者としたものであるのに対し、本研究
は介護者・高齢者の日常生活におけるジェス
チャーにどのような特徴があるかを明らか
にし、それがグループホーム空間でどのよう
に機能しているかするかを明らかにするこ
とを目的とする。 
 認知症が進行しつつある高齢者では、こと
ばの想起に困難になる、見当識が鈍るなどの
傾向が見られることが知られている。が、こ
うした傾向は、従来、言語コミュニケーショ
ン（たとえば名前や場所を聞く）をもとに認
定されてきたし、ケアする側も、言語コミュ
ニケーションの困難の度合いによって対応
を決めることが多かった。しかし、これまで
の予備的観察では、たとえ発せられることば
に淀みや言い直しがあっても、本人の動作は
適切な行為を示しており、それにケアスタッ
フ側が気づいていない例がしばしば見られ
る。こうした現象は、身体動作に注目するこ
とで初めて明らかになる。 
 一方、高齢者の生活を２４時間介護してい
る介護者たちにとって、高齢者の行動や介護
行動をうまく表現し、お互いの行動を学び合
うことは重要である。しかし、医療行為とは
異なり、介護行為の多くは、入居者と介護者
との身体相互行為に支えられており、その内
容は入居者の個人差によって大きく異なり、
言語化されたやり方だけでは伝えるできな
い側面を多く抱えている。また、事物や人物
の配置、場所によっても、介護行為の内容は
左右される。では、介護者たちは、このよう
な複雑な介護行為をどのようにしてお互い
に伝え合い、その内容を理解し合っているの
だろうか。本研究では、こうした介護者間で
起こる介護行為の伝え合いのプロセスを明
らかにすることも目指す。 
 
３。研究の方法 



 

 

 本研究はグループホーム、デイケアセンタ
ーにおける参与観察とビデオデータの取得、
ビデオデータの分析、分析結果を用いたアク
ション・リサーチ、アクション・リサーチ後
のフォローアップの各段階に分かれる。 
 参与観察によって、現場の持っている特性
やそこで用いられている背景知識、経験知を
できるだけ洗い出す。次にビデオデータのマ
イクロ分析によって、日常の微細な身体行動
に埋め込まれている空間表現をコード化し、
介護者と入居者との間でそれがどのように
やりとりされているかを分析する。次に、分
析結果に基づき、アクションリサーチを行い、
現場の介護者とのミーティングを通して、分
析で得られた知見を利用する方法を模索す
る。 
 
４。研究成果 
 
【相互行為空間内でのマルチモーダル分析】 
（論文 1,4,6; 学会発表 2,5） 
 空間内で複数の参与者がどのような行為
連鎖を用いて相互行為を実現しているかに
ついて、微笑と笑い、ジェスチャーの微細な
内部構造に注目して分析を行った。これらか
ら得られた表現モダリティ間での連鎖構造
の違いや、動作単位の違いは、下記の高齢者
行動の分析、回想法における相互行為分析、
逸脱行為の分析、介護空間における介護者行
動の分析で用いられている。 
 
【高齢者の立ち上がり行動】 
（論文 2） 
 アルツハイマー型認知症では記憶だけで
なく、高次脳機能（実行機能）に問題を生じ
ることが多い。行動の理由付けや意思決定が
困難になり、長期の、ときには短期の目的志
向型行動を維持できなくなる。これに関連し
て、アルツハイマー型では、視覚的注意が容
易に手近なものによってそらされてしまい
やすいことが指摘されており、とりわけ複数
の事象に注意を分散させる分割的注意に問
題があるとされている。 
 この問題を高齢者と介護者とのやりとり
から考えるべく、グループホームにおける高
齢者の立ち上がり行動の事例を詳細に分析
した。その結果、高齢者の注意の方向付けは、
ランダムではなく、周囲からの声かけによっ
て相互行為的に産み出されていることがわ
かった。 
 高齢者の視線は、介護空間における複数の
話者に次々と注意を向けたり、目の前の事物
に素早く注意を切り替える。しかし、実際に
立ち上がるために必要なのはこうした素早
い注意変化ではなく、むしろ注意を目の前の
事物や人物からそらせて立ち上がりのため
の動作に集中することである。 

 こうした困難を解消するために、介護職員
はいくつかの方法を採っている。ひとつは、
高齢者が注意を向けている事物について、高
齢者に短期的なゴールを提案して解決して
もらい、そのあとで立ち上がってもらうこと
である。たとえば、立ち上がる前にお盆を持
つことに注意を向けてしまった高齢者は、お
盆を両手で持つことにこだわるために、両手
を机について立ち上がる行動に移れない。こ
のとき、介護者は、高齢者が持ったお盆を別
のテーブルに置くよう依頼する。別のテーブ
ルに置くことは、それは単にお盆を戻すので
はなく、移動させるという目的を志向してい
る。おもしろいことに、この、別テーブルに
置くという目的が達成された瞬間に立ち上
がりをうながすと、高齢者は立つことができ
る。 
 もう一つの方法は、高齢者の注意を、事物
から介護者へとさりげなく誘導することで
ある。たとえば、高齢者が机の上のふきんに
注意を向けて立ち上がろうとしないとき、介
護者は、高齢者と机の間に体を入れながら高
齢者の背中を押す。すると、高齢者の目から
ふきんが見えなくなるとともに、前傾姿勢に
なり、体重を前に倒して立ち上がるための準
備が整う。 
 このように、目的志向型行動から注意をそ
らされてしまった高齢者に対して、介護者は
事物の空間配置を調節しながら注意のナヴ
ィゲーションをタイミングよく行い、再び目
的志向型行動へと高齢者を誘っていること
がわかった。 
 
【回想法における高齢者と介護職員との相
互行為】 
（論文 7) 
 参加者が過去の体験を話し合うグループ
回想法は、従来、認知症の予防の側面から語
られることが多かった。本研究では回想法を
むしろ、高齢者と介護職員との発語と身体と
を介した相互行為として捉え、高齢者の知識
がいかに身体的に表現され、それがどのよう
にして他の参加者や介護職員に理解されて
いるかをマイクロ分析した。その結果、グル
ープ回想法のリーダー役である介護職員は、
視線変化や身体姿勢の変化を用い、コ・リー
ダー役とともに、次にどの高齢者が話を始め
るかを微細に調節していることがわかった。
一方、高齢者の過去の体験に関する知識は、
高齢者の微細な動作に表現されるが、それは
必ずしも介護職員の注意を惹いておらず、見
過ごされることがある。一方、同様の過去の
体験を持っている他の高齢者参加者は、こう
した微細な動作を観察し、自らもそれを真似
ることで、あらためて介護職員の注意を促し
ていることがわかった。身体動作に埋めこま
れたこうした知識の伝達は、延長ジェスチャ



 

 

ー、模倣ジェスチャー、相互行為的キャッチ
メントといった、ジェスチャー研究の概念に
よって記述できることもわかった。 
 
【高齢者の「逸脱行為」を介護者や観察者は
どのように相互行為の中に組み込むか】 
（学会発表 4） 
 レクリエーションや食事場面など、高齢者
どうしの相互行為を観察していると、一見わ
たしたちの日常生活からは逸脱してみえる
行動が観察される。たとえば、ものの受け渡
し場面で、ものを渡さずに抱え込んでしまっ
たり、配られたものを衣服の中にしまいこん
だり、決められた場所ではないところへ移動
するなどである。しかし、こうした「逸脱」
的行動をただ矯正するのではなく、むしろそ
こに相互に意味を見出すことで解決する相
互行為が、介護場面ではしばしば観察される。
たとえば、A さんがパーティーで配られた名
札を衣服の中にしまいこんでしまう場面で、
介護者は名札を出すようにうながすかわり
に「（Aさんが名札を）大事にしている」と発
言することで、A さんの行為に別の意味を持
たせる。また、A さん以外の人の名札の扱い
にも触れながら「（みんなそれぞれの方法で）
大事にしている」と語る。こうしたやりとり
は、ただ発話のみによって行われるのではな
く、名札をしまいこもうとしたり、しまいこ
んだ名札を衣服の上から触る入居者の行動、
そしてそれを指し示し真似る介護者の行動
と連鎖している。このように、高齢者の行動
が「逸脱」ではなく日常生活にとって意味の
ある行動として捉え直されるときには、こう
した発語と身体動作がタイミングよく組み
合わされて相互行為を組織化されているこ
とがわかった。 
 
【介護者どうしが身体を用いておこなう介
護行為の表現】 
（論文 3,5,8; 学会発表 3） 
 高齢者用グループホームで行われるカン
ファレンスでは、介護者が報告中に過去の介
護行為や入居者の行為をジェスチャーを用
いて説明する場面が多発する。 
 
入居者のベッドからの立ち上がり行動を記

述する 
介護者 

 

こうした場面では、成員どうしは単に言語を
中心にした解釈だけではなく、身体動作も含
むドキュメンタリ的解釈法によって現実を
構成していると予測される。では、介護者は
身体を用いたドキュメンタリ的解釈法、すな
わち「身体的解釈法」をいかに実践している
のだろうのだろうか。 
 この問題を明らかにするため、一人の介護
者のジェスチャーを含む発話に対しもう一
人の介護者がジェスチャーを用いて発話を
連鎖させ組織化を行っている場面について
マイクロ分析を行った。その結果、先行ジェ
スチャーに続くジェスチャーでは、先行ジェ
スチャーの構造の一部が繰り返されること
でキャッチメント構造を形成し、新たな解釈
をしていることがわかった。また、繰り返さ
れる構造には、介護方法や入居者の身体に関
する、発語には含まれない知識が埋め込まれ
ている場合があることがわかった。従来、個
人内のジェスチャーを産む過程として提出
されていたキャッチメントの概念は、実は個
人間の相互行為に開かれており、介護者間で
交わされるキャッチメントは、異なる個人の
ジェスチャーどうしを発語とともに関連づ
け、身体的解釈法の実践に重要な意味を持っ
ていた。 
入居者の身体についた傷の位置について 
身体動作を用いてディスカッションをする

介護者 
 
【介護空間における介護者の空間表現】 
（学会発表 6） 
 少人数制のグループホームには、従来じら
れてきた作業空間とは異なる興味深い性質
がある。それは、介護者どうしのカンファレ
ンス空間と、入居者の生活空間とが、二重に
折り重なっているという点である。いくつか
のグループホームでは、カンファレンスは特
別な会議室では行われず、入居者の使う食卓
やレクリエーション用テーブルで行われる。
つまり、介護者どうしの話し合いの環境は、
入居者と介護者とが普段生活している環境
でもある。こうした二重のカンファレンス環
境において、介護者はいかに生活の中の行為
を指し示すだろうか。そこには介護者のとる
どのような方法が観察できるだろうか。本研
究では、この作業空間の二重性が相互作用に



 

 

もたらす問題を探るべく、カンファレンス中
に二重環境が利用された発話連鎖をいくつ
か取り上げ、分析を試みた。 
 介護者は、いつもそこに座っている入居者
と自分たちとを重ね合わせるようにお互い
の身体や位置を指し示し合う。部屋に設えら
れたテーブルと椅子の配置からは入居者の
いつも座る位置が簡単に想起され、この位置
は、当のテーブルでかつて行われた入居者の
行動を記述する際に用いられる。さらに、お
もしろい点は、こうした行為を通して、入居
者の座席に座った者どうしがあたかも入居
者のエージェントであるかのように扱いあ
う点である。たとえば、介護者 Aが、入居者
X,Y 間の相互行為に言及しながら、入居者 X
の行動を真似て、別の介護者 Bに視線を移動
させる。すると、視線を向けられた介護者 B
は、あたかも入居者 Yであるかのように他の
参加者からは見える。また、B 自身も A の視
線をあたかも Xからの視線であるかのように
受け取り、Y の行動を真似る。このように、
介護者は入居者の生活する物理的空間内で
動きながら、実際の入居者の行為を記述する
ことによって、お互いの身体を介して、入居
者どうしの感覚を再現し、入居者の生活に近
づくことがわかった。 
 
【アクション・リサーチ】 
（図書 1） 
 上記で得られたさまざまな介護場面の行
動には、介護職員の言語化されない身体的な
介護知識が埋めこまれている。こうした知識
は必ずしもすべての介護職員に共有されて
いるわけではなく、初心者の介護職員には知
られていない方法が数多くふくまれている。
これをわかりやすい形で介護現場に還元す
べく、2011年より雑誌『訪問看護と介護』に
「介護のことば 介護のからだ」を連載して
いる。また、この連載記事をもとに、訪問先
のグループホームで介護行動についてディ
スカッションを行っている。 
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